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	応用
	抗原情報
	背景
	サイクリン依存性キナーゼ9 (CDK9) Homo sapiens この遺伝子によってコードされるタンパク質は、サイクリン依存性タンパク質キナーゼ (CDK) ファミリーのメンバーです。CDK ファミリーのメンバーは、S. cerevisiae cdc28 および S. pombe cdc2 の遺伝子産物と非常に類似しており、重要な細胞周期制御因子として知られています。このキナーゼは、RNA ポリメラーゼ II による転写の伸長因子であり、RNA ポリメラーゼ II の最大サブユニットの C 末端ドメインをリン酸化することによって機能する、多タンパク質複合体 TAK/P-TEFb の構成要素であることがわかりました。このタンパク質は、その制御サブユニットであるサイクリン T またはサイクリン K と複合体を形成し、制御されます。HIV-1 Tat タンパク質はこのタンパク質およびサイクリン T と相互作用することが判明しており、このタンパク質が AIDS に関与している可能性が示唆されました。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + [DNA指向性RNAポリメラーゼ] = ADP + [DNA指向性RNAポリメラーゼ]リン酸。,触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リンタンパク質。,機能：サイクリン依存性キナーゼペア（CDK9/サイクリン-T）複合体のメンバー。正の転写伸長因子b（P-TEFb）とも呼ばれ、RNAポリメラーゼIIの大サブユニット（RNAP II）、SUPT5H、およびRDBPのCTD（C末端ドメイン）をリン酸化することにより、不完全伸長から産生伸長への移行を促進します。CDK9/サイクリン-K複合体は、RNAP IIのCTDに対するキナーゼ活性も有し、in vitroでP-TEFbの代替として使用できます。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。CMGC Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。 CDC2/CDKXサブファミリー。, 類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。, サブユニット：CCNT1/cyclin-T1と会合してP-TEFbを形成する。P-TEFbはAFF4/AF5Q31と複合体を形成する。また、CCNK/cyclin-Kとも会合する。HTATSF1/Tat-SF1、P-TEFb複合体、RNAポリメラーゼII、SUPT5H、NCL/ヌクレオリンを少なくとも含む複合体の構成要素。7SK snRNP複合体の構成要素であり、少なくともP-TEFb（CDK9とCCNT1/cyclin-T1を構成）、HEXIM1、HEXIM2、BCDIN3、SART3タンパク質、7SKおよびU6 snRNAを含む。, 組織特異性：普遍的。,
	研究分野
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	CDK9（リン酸化Thr186）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	フォルスコリン40nM 30μL処理したNIH/3T3細胞ライセートのCDK9（リン酸化Thr186）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	リン酸化Cdk9（T186）ポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウエスタンブロット解析。

